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会津地区の３月のつながっぺおおくまサロンでは、日本スポーツ吹き矢協会会津支部の協力

により、スポーツ吹き矢体験を行いました。 

聴きなれない名前のスポーツに初めは戸惑いましたが、講師の分かりやすい説明に、次第に

吹き矢が飛ぶようになり、的に当たった瞬間は大声で「やった」と声がでるほど楽しめました。

皆さんとてもすっきりとされ、晴れやかな気分になった様子でした。 

平成２７年度も引き続きサロンを開催して参りますので、多くの方の参加をお待ちしていま

す。 

県内外へ避難されている皆様へ 

現在、避難先で集いやサロンを自主的に開催しているところや、避難先社協等の支援を受

けて開催している地域もあります。是非参加してみてください。 

自ら「声を出すこと」「つながりを持つこと」が、孤立化や孤独死を防ぐための第一歩で

あると考えています。 

どうぞお気軽に最寄りの社会福祉協議会にお問い合わせください。 
  

こ の 広 報 は 日 韓 共 同 募 金 会 か ら 寄 せ ら れ た 寄 付 金 に よ り 発 行 し て お り ま す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度事業計画 

東日本大震災、福島第一原子力発電所事故から４年が経ちましたが、今なお全町民が住み

慣れた地域を離れた避難生活を余儀なくされております。先行きの見通しがつきにくい状況

にあって、特徴的なことは、避難の長期化に伴い生活再建が出来ている人、出来ていない人

が顕著に表れていること。併せて生活課題も複雑化していることから「創意工夫」を加え、

職員一丸となって前向きに物事を捉え、生活圏域ごとの各種の専門職や支援団体等との連携

強化を図る持続的な活動が必要とされます。 

このような情勢を踏まえ、本会の運営と町民支援の柱として以下の基本理念を基に、各種

事業推進に積極的に取り組んで参ります。 

 

基本理念 

 本会は、『ともに暮らせる福祉社会を目指し 

～誰もが人々のつながりを感じることができる地域社会づくり～』 

に貢献します。 

 

今年度は、上記の基本理念を基に、次の重点事業の実施を図って参ります。 

 

重点事業 

１．避難者生活における孤立・孤独化防止を含めた見守り、相談支援等の活動強化 

２．福祉力向上に向けての協働・支援 

３．組織基盤の確立・強化 

４．広報活動の強化・充実 

 

 

平成２７年度予算の概要 

 

 

＜一般会計 収支内訳＞    
（単位：千円） 

収      入 

会 費 収 入 ２ 

寄 附 金 収 入 ２ 

補 助 金 収 入 ３２，９７４ 

受 託 金 収 入 １１８，６４８ 

利 用 料 収 入 １，５７５ 

負 担 金 収 入 １，４５８ 

積 立 資 産 取 崩 収 入 １１，８６５ 

そ の 他 の 収 入 １，８０７ 

合 計 １６８，３３１ 

 

 

（単位：千円） 

支      出 

人 件 費 支 出 １１０，９５１ 

事 業 費 支 出 １６，９２１ 

事 務 費 支 出 ３０，２８９ 

助 成 金 支 出 １，８２５ 

固 定 資 産 取 得 支 出 ３，８９３ 

そ の 他 の 支 出 ４，４５２ 

合 計 １６８，３３１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度の職員体制 

避難者支援を主に各種事業執行の充実を図るため、今年度において新規採用職員５名、臨

時・嘱託採用職員３３名（継続雇用含み）総勢４４名の職員体制を整えました。 

訪問活動により生活支援等の相談・情報提供に応じるとともにサロンの開設や各種交流事

業を実施し、皆様が安心して生活できるよう尽力してまいります。 

 

 

 

 

 後列左から平塚浩美、佐藤由利子、日下部順

子、北村孝三、鴻巣沙織、岡部真理、梅田安

佑美、佐藤美香 

前列左から舘内秀仁、志賀翔一、遠藤仁美、

渡部正勝（会長）、根本豊稔（事務局長）、宮

林良周 

後列左から木田美江、渡辺佳子、遠藤みどり、

鈴木由紀 

前列左から泉敏江、齋藤美和、渡部正勝、半

杭裕明（所長）、伊藤信子 

後列左から髙橋道恵、吉田知佳、渡部さおり、

横田佳純、愛川静香 

中列左から髙橋咲栄、片岡恵、田名網亜矢、

塙梨奈、小島伸子、渡部知世子 

前列左から橋本智子、宮本優貴、吉田利孝（所

長）、渡部正勝、星良樹、橋本美代子 

会津若松出張所 

中 通 り 連 絡 所 

い わ き 連 絡 所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大熊町社会福祉協議会 連絡先 

◎中通り連絡所 

住 所：〒９６４－０９１５  

二本松市金色４２１－１０ 

大熊町役場中通り連絡事務所２階 

電 話：０２４３－２４－１３３８  

ＦＡＸ：０２４３－２４－１３３９ 

◎いわき連絡所 

住 所：〒９７０－１１４４  

いわき市好間工業団地１－４３ 

大熊町役場いわき出張所内 

電 話：０２４６－３８－８９２０  

ＦＡＸ：０２４６－３８－８９２１ 

◎会津若松出張所 

住 所：〒９６５－０８７３  

会津若松市追手町２－４１ 

フリーダイヤル 

０１２０－２９－５７６０ 

電 話：０２４２－２９－５７６０  

ＦＡＸ：０２４２－２９－５７６１ 

◎会津若松生活支援相談室 

住 所：〒９６５－０８７３  

会津若松市追手町２－４１ 

   大熊町社会福祉協議会事務所内 

電 話：０２４２－２６－４０７７  

 

陶芸教室で富岡町民と交流 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン開催のお知らせ 

○つながっぺおおくま  

いわき好間サロン 
日時：５月１２日（火） ９：３０～１１：３０ 

 場所：好間公民館 2F 和室 

    いわき市好間町中好間字中川原 29-1 

内容：お茶会・小物作り・レクリエーション 

問合せ先：大熊町社会福祉協議会いわき連絡所 

          TEL ０２４６－３８－８９２０ 

 

3 月 25日に白河市マイタウンにおいて、市内

に避難している大熊町民（7名）と富岡町民（19

名）とが初めての合同交流会を開催いたしまし

た。 

当日は陶芸教室として浪江町大堀の松永窯を

講師に招き、「花の宴」をテーマに花瓶やカップ、

皿など思い思いの作品を作り上げていました。 

県南地方の自主サロン「もみの木」の代表者で

ある深代賢治さんは、今後も定期的に他町村の避

難者との交流会を希望しますと話していました。 

「もみの木」は、第 2 土曜日に 13 時からマ

イタウン白河にて開催します。気軽にご参加して

みてはいかがでしょうか。 

 

焼き上がりを思い描き、作品づくり 

○つながっぺサロン「さくら」in 喜多方  
 日 時：５月１０日（日） １０：００～１１：３０ 

 場 所：喜多方市総合福祉センター 

     喜多方市上江３６４６－１ 

 内 容： コミュニケーション麻雀 

問合せ先：大熊町社会福祉協議会会津若松出張所 

          TEL ０１２０－２９－５７６０ 

 

 

 


